
(57)【要約】

【課題】構造が簡単で、特に、ヒータに対する配線構造

が簡単であり、製作が容易なマイクロバルブを提供する

こと。

【解決手段】微小流路５が下方側に形成された第１の基

板２と、前記微小流路５のいずれかに形成されたゲート

部６に対して接離自在のダイヤフラム１２の可動部１２

ａとヒータ１３が形成されるとともに、前記ダイヤフラ

ム１２の可動部１２ａとヒータ１３の下方にそれぞれ位

置するように形成されるキャビティ９，１０を備えた第

２の基板３と、前記キャビティ９，１０の下方を閉塞す

る第３の基板４との三層構造よりなり、前記ヒータ１３

の発熱に起因して前記キャビティ９．１０内の圧力が上

昇することにより前記ダイヤフラム１２の可動部１２ａ

が上動して前記ゲート部１３と密着することにより、前

記微小流路５が閉じられるようにした。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
微 小 流 路 が 下 方 側 に 形 成 さ れ た 第 １ の 基 板 と 、 前 記 微 小 流 路 の い ず れ か に 形 成 さ れ た ゲ ー
ト 部 に 対 し て 接 離 自 在 の ダ イ ヤ フ ラ ム の 可 動 部 と ヒ ー タ が 形 成 さ れ る と と も に 、 前 記 ダ イ
ヤ フ ラ ム と ヒ ー タ の 下 方 に そ れ ぞ れ 位 置 す る よ う に 形 成 さ れ る キ ャ ビ テ ィ を 備 え た 第 ２ の
基 板 と 、 前 記 キ ャ ビ テ ィ の 下 方 を 閉 塞 す る 第 ３ の 基 板 と の 三 層 構 造 よ り な り 、 前 記 ヒ ー タ
の 発 熱 に 起 因 し て 前 記 キ ャ ビ テ ィ 内 の 圧 力 が 上 昇 す る こ と に よ り 前 記 ダ イ ヤ フ ラ ム の 可 動
部 が 上 動 し て 前 記 ゲ ー ト 部 と 密 着 す る こ と に よ り 、 前 記 微 小 流 路 が 閉 じ ら れ る よ う に し た
こ と を 特 徴 と す る マ イ ク ロ バ ル ブ 。
【 請 求 項 ２ 】
ダ イ ヤ フ ラ ム の 可 動 部 と ヒ ー タ が 同 一 平 面 内 に 設 け ら れ て い る 請 求 項 １ に 記 載 の マ イ ク ロ
バ ル ブ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】 こ の 発 明 は 、 微 量 の 液 体 や 気 体 な ど の 流 体 の 流 れ を 遮 断 し た り
開 放 し た り す る 機 能 を 有 す る マ イ ク ロ バ ル ブ に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
【 特 許 文 献 １ 】 Ｗ Ｏ ９ ９ ２ ４ ７ ４ ４ Ａ １ 号 公 報
従 来 の マ イ ク ロ バ ル ブ と し て 、 例 え ば 、 上 記 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ た も の が あ る 。 図 ７ は
、 こ の 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ た マ イ ク ロ バ ル ブ を 概 略 的 に 示 す も の で 、 こ の 図 に お い て 、
７ ０ は 上 部 ガ ラ ス 基 板 ７ １ 、 ２ 枚 の シ リ コ ン 基 板 ７ ２ ， ７ ３ お よ び 下 部 ガ ラ ス 基 板 ７ ４ を
こ の 順 で 積 層 し て な る 積 層 体 で あ る 。 そ し て 、 こ の 積 層 体 ７ ０ の 内 部 の シ リ コ ン 基 板 ７ ２
， ７ ３ に は 、 そ れ ぞ れ キ ャ ビ テ ィ ７ ２ ａ ， ７ ３ ａ が 互 い に 連 通 し た 状 態 で 形 成 さ れ 、 シ リ
コ ン ７ ２ の 上 面 に キ ャ ビ テ ィ ７ ２ を 覆 う よ う に し て ダ イ ヤ フ ラ ム ７ ５ が 設 け ら れ 、 シ リ コ
ン 基 板 ７ ２ ， ７ ３ の 境 界 面 に は ヒ ー タ ７ ６ が 設 け ら れ 、 下 側 の キ ャ ビ テ ィ ７ ３ ａ は 下 部 ガ
ラ ス 基 板 ７ ３ に よ っ て 封 止 さ れ て い る 。 そ し て 、 ７ ７ は 上 部 ガ ラ ス 基 板 ７ １ の 下 方 側 に 形
成 さ れ る 液 体 な ど 流 体 が 流 通 す る 微 小 な 流 路 で 、 入 口 ７ ８ お よ び 出 口 ７ ９ を 備 え 、 常 時 は
開 状 態 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】 上 記 構 成 の マ イ ク ロ バ ル ブ は 、 キ ャ ビ テ ィ ７ ２ ａ ， ７ ３ ａ 内 に 、 例 え ば 空 気
ま た は 窒 素 ガ ス の よ う に 熱 容 量 の 小 さ い （ 熱 膨 張 率 の 大 き い ） ガ ス が 封 入 し て お き 、 ヒ ー
タ ７ ６ に 通 電 す る と こ れ が 発 熱 し て 前 記 ガ ス が 膨 張 す る 。 こ の ガ ス の 膨 張 に よ っ て 、 ダ イ
ヤ フ ラ ム ７ ５ が 図 中 の 仮 想 線 で 示 す よ う に 上 方 に 動 い て 、 前 記 微 小 流 路 ７ ７ の 一 部 が シ ャ
ッ ト オ フ さ れ 、 こ れ に よ り 、 流 路 ７ ７ の 入 口 ７ ８ 側 と 出 口 側 ７ ９ と が 遮 断 さ れ 、 流 体 の 流
れ が 閉 じ ら れ る 。 そ し て 、 前 記 ヒ ー タ ７ ６ へ の 通 電 を 停 止 す る と 、 そ の 発 熱 が な く な る の
で 、 前 記 ガ ス が も と の 状 態 に 収 縮 す る の で 、 ダ イ ヤ フ ラ ム ７ ５ が 図 中 の 実 線 で 示 す よ う に
復 帰 し 、 微 小 流 路 ７ ７ が 開 状 態 と な る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】 上 記 図 ７ に 示 し た マ イ ク ロ バ ル ブ に お い て は 、 ダ イ ヤ フ
ラ ム ７ ５ お よ び ヒ ー タ ７ ６ と い っ た 部 材 を 用 い る こ と に よ り 、 微 小 流 路 を 遮 断 し た り 開 放
し た り す る こ と が で き る が 、 次 の よ う な 課 題 が あ っ た 。 す な わ ち 、 前 記 マ イ ク ロ バ ル ブ は
、 全 体 が ４ 層 構 造 で あ り 、 特 に 、 弁 と し て の 機 能 を 果 た す ダ イ ヤ フ ラ ム ７ ５ と こ れ を 駆 動
さ せ る た め の ヒ ー タ ７ ６ が 上 下 二 段 に と な る よ う に 配 置 さ れ て い る の で 、 そ の 製 作 が き わ
め て 困 難 で あ る と と も に 、 特 に 、 ヒ ー タ ７ ６ が 積 層 体 ７ ０ の 表 面 で は な く 、 第 二 層 よ り 下
位 に 位 置 す る よ う に 設 け ら れ て い る の で 、 こ れ に 対 す る 配 線 構 造 が 複 雑 に な る と い っ た 課
題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】 こ の 発 明 は 、 上 述 の 事 柄 に 留 意 し て な さ れ た も の で 、 そ の 目 的 は 、 構 造 が 簡
単 で 、 特 に 、 ヒ ー タ に 対 す る 配 線 構 造 が 簡 単 で あ り 、 製 作 が 容 易 な マ イ ク ロ バ ル ブ を 提 供
す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
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【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】 上 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 こ の 発 明 の マ イ ク ロ バ ル ブ は 、
微 小 流 路 が 下 方 側 に 形 成 さ れ た 第 １ の 基 板 と 、 前 記 微 小 流 路 の い ず れ か に 形 成 さ れ た ゲ ー
ト 部 に 対 し て 接 離 自 在 の ダ イ ヤ フ ラ ム の 可 動 部 と ヒ ー タ が 形 成 さ れ る と と も に 、 前 記 ダ イ
ヤ フ ラ ム の 可 動 部 と ヒ ー タ の 下 方 に そ れ ぞ れ 位 置 す る よ う に 形 成 さ れ る キ ャ ビ テ ィ を 備 え
た 第 ２ の 基 板 と 、 前 記 キ ャ ビ テ ィ の 下 方 を 閉 塞 す る 第 ３ の 基 板 と の 三 層 構 造 よ り な り 、 前
記 ヒ ー タ の 発 熱 に 起 因 し て 前 記 キ ャ ビ テ ィ 内 の 圧 力 が 上 昇 す る こ と に よ り 前 記 ダ イ ヤ フ ラ
ム の 可 動 部 が 上 動 し て 前 記 ゲ ー ト 部 と 密 着 す る こ と に よ り 、 前 記 微 小 流 路 が 閉 じ ら れ る よ
う に し て い る （ 請 求 項 １ ） 。
【 ０ ０ ０ ７ 】 上 記 請 求 項 １ に 記 載 の マ イ ク ロ バ ル ブ に お い て 、 ダ イ ヤ フ ラ ム の 可 動 部 と ヒ
ー タ が 同 一 平 面 内 に 設 け ら れ て い て も よ い （ 請 求 項 ２ ） 。
【 ０ ０ ０ ８ 】 上 記 構 成 の マ イ ク ロ バ ル ブ に お い て は 、 全 体 構 成 が 三 層 で あ り 構 造 が 簡 単 で
あ り 、 特 に 、 ヒ ー タ を 第 二 層 以 上 に 位 置 す る よ う に 設 け る こ と が で き る の で 、 こ れ に 対 す
る 配 線 構 造 が 簡 単 に な る 。 特 に 、 請 求 項 ２ に 記 載 さ れ て い る よ う に 、 ダ イ ヤ フ ラ ム の 可 動
部 と ヒ ー タ と を 同 一 平 面 内 に 設 け た 場 合 に は 、 外 部 か ら の 実 装 が 可 能 と な り 、 よ り 容 易 に
製 作 す る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】 以 下 、 こ の 発 明 の 詳 細 を 、 図 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。 図 １ ～ 図 ３
は 、 こ の 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 を 示 す も の で あ る 。 こ れ ら の 図 に お い て 、 １ は こ の 発 明
の マ イ ク ロ バ ル ブ の 本 体 で 、 第 １ の 基 板 ２ 、 第 ２ の 基 板 ３ お よ び 第 ３ の 基 板 ４ を こ の 順 で
重 ね 合 わ せ た 三 層 構 造 の 積 層 体 に 形 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 最 上 位 に 位 置 す る 第 １ の 基 板
２ お よ び 最 下 位 に 位 置 す る 第 ３ の 基 板 ４ は 、 例 え ば 上 下 両 面 が 平 板 な ガ ラ ス 基 板 よ り な り
、 真 ん 中 の 第 ２ の 基 板 ３ は 、 例 え ば 上 下 両 面 が 平 板 な シ リ コ ン 基 板 よ り な る 。 な お 、 積 層
体 １ は 、 縦 × 横 × 厚 さ が ５ ～ ６ ｍ ｍ × ５ ～ ６ ｍ ｍ × １ ｍ ｍ と い う よ う に き わ め て 小 さ い 。
【 ０ ０ １ ０ 】 ５ は 上 部 ガ ラ ス 基 板 ２ の 下 部 に 形 成 さ れ る 適 宜 の 幅 お よ び 深 さ を 有 す る 微 小
流 路 で 、 ６ は こ の 微 小 流 路 ５ に 臨 む よ う に し て 下 方 に 突 出 し て 形 成 さ れ る ゲ ー ト 部 で あ る
。 こ の ゲ ー ト 部 ６ は 、 後 述 す る ダ イ ヤ フ ラ ム １ ２ の 可 動 部 １ ２ ａ と と も に 開 閉 弁 Ｖ を 構 成
す る も の で あ る 。 ７ ， ８ は 上 部 ガ ラ ス 基 板 ２ に 形 成 さ れ る 孔 で 、 微 小 流 路 ５ を 外 部 に 接 続
す る た め の も の で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】 ９ ， １ ０ は シ リ コ ン 基 板 ３ に 適 宜 の 間 隔 を お い て 形 成 さ れ る キ ャ ビ テ ィ で 、
両 者 ９ ， １ ０ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 下 部 ガ ラ ス 基 板 ４ 側 の 間 隙 ３ ａ に お い て 連 通 す る と
と も に 、 そ れ ら の 下 方 は 下 部 ガ ラ ス 基 板 ４ に よ っ て 封 止 さ れ て い る 。 こ れ ら の キ ャ ビ テ ィ
９ ， １ ０ は 、 シ リ コ ン 基 板 ３ の 上 面 の Ｓ ｉ Ｏ ２ 　 膜 １ １ の 上 面 に 設 け ら れ る ダ イ ヤ フ ラ ム
１ ２ に よ っ て 、 そ の 上 部 が 封 止 さ れ 、 密 閉 構 造 と な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】 そ し て 、 前 記 ダ イ ヤ フ ラ ム １ ２ は 、 適 当 な 弾 性 、 電 気 絶 縁 性 、 耐 薬 品 性 お よ
び 断 熱 性 を 備 え て な る 素 材 、 例 え ば シ リ コ ン ゴ ム よ り な り 、 キ ャ ビ テ ィ ９ ， １ ０ の 上 部 を
封 止 し 、 キ ャ ビ テ ィ ９ の 上 部 に 臨 む 部 分 （ 可 動 部 ） １ ２ ａ は 、 ゲ ー ト 部 ６ と と も に 開 閉 弁
Ｖ を 構 成 し 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 常 時 や や 下 方 に 垂 れ 下 が り 、 ゲ ー ト 部 ６ と の 間 に 間 隙 ｇ
が 形 成 さ れ 、 開 閉 弁 Ｖ が 開 状 態 と な る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 ま た 、 １ ３ は 他 方 の キ ャ ビ
テ ィ １ ０ の 上 部 に 臨 む 部 分 に 平 面 視 蛇 行 し た 状 態 で 可 及 的 に 広 が る よ う に し て 形 成 さ れ る
ヒ ー タ で 、 ダ イ ヤ フ ラ ム １ ２ に よ っ て 覆 わ れ て い る 。 な お 、 図 ３ に お い て 、 １ ４ ａ ， １ ４
ｂ は ヒ ー タ １ ３ の 電 源 接 続 端 子 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
こ こ で 、 上 記 マ イ ク ロ バ ル ブ の 製 作 手 順 の 一 例 を 示 す 。
▲ １ ▼ 　 厚 さ ３ ０ ０ μ ｍ の シ リ コ ン 基 板 ３ の 上 面 に 厚 さ ０ ． ５ μ ｍ の Ｓ ｉ Ｏ ２ 　 膜 １ １ を
形 成 し 、 そ の 上 面 に 厚 さ １ μ ｍ の ヒ ー タ １ ３ を 形 成 す る 。
▲ ２ ▼ 　 シ リ コ ン 基 板 ３ の 上 面 に 、 シ リ コ ン ゴ ム を ス ピ ン コ ー ト し 加 熱 重 合 す る こ と に よ
り ダ イ ヤ フ ラ ム １ ２ を 形 成 す る 。 こ れ に よ り ヒ ー タ １ ３ が 覆 わ れ る 。
▲ ３ ▼ 　 前 記 ダ イ ヤ フ ラ ム １ ２ の 可 動 部 １ ２ ａ お よ び ヒ ー タ １ ３ の 下 方 の シ リ コ ン 基 板 ３
を そ の 下 面 側 か ら エ ッ チ ン グ し て 、 前 記 可 動 部 １ ２ ａ お よ び ヒ ー タ １ ３ の 下 方 に キ ャ ビ テ
ィ ９ ， １ ０ を 形 成 す る 。
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▲ ４ ▼ 　 上 部 ガ ラ ス 基 板 ２ に 微 小 流 路 ５ お よ び こ の 微 小 流 路 ５ に 対 す る 流 入 口 ７ お よ び 流
出 口 ８ を 形 成 す る 。 こ の と き 、 上 部 ガ ラ ス 基 板 ２ お よ び 微 小 流 路 ５ の 一 部 に 臨 む よ う に ゲ
ー ト 部 ６ も 併 せ て 形 成 す る 。
▲ ５ ▼ 　 シ リ コ ン 基 板 ３ の 上 面 、 下 面 に そ れ ぞ れ 上 部 ガ ラ ス 基 板 ２ お よ び 下 部 ガ ラ ス 基 板
４ を 貼 り 合 わ せ る 。 下 部 ガ ラ ス 基 板 ４ を シ リ コ ン 基 板 ３ の 下 面 に 貼 り 合 わ せ る 際 、 キ ャ ビ
テ ィ ９ ， １ ０ 内 に 空 気 が 充 填 さ れ る よ う に す る 。 こ の 場 合 、 シ リ コ ン ゴ ム シ ー ト の ヒ ー タ
１ ３ か ら 離 れ た 部 分 １ ２ ａ を 若 干 垂 れ 下 げ た 状 態 に し 、 可 動 部 と す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】 上 記 構 成 の マ イ ク ロ バ ル ブ に お い て は 、 ヒ ー タ １ ３ に 通 電 を 行 わ な い と き （
常 時 ） は 、 ダ イ ヤ フ ラ ム の 可 動 部 １ ２ ａ が 図 １ お よ び 図 ２ に お い て 実 線 で 示 す よ う に 下 方
に 垂 れ 下 が っ て 、 上 部 ガ ラ ス 基 板 ２ の ゲ ー ト 部 ６ と の 間 に 間 隙 ｇ が 形 成 さ れ 、 微 小 流 路 ５
は 開 放 さ れ て い る 。 し た が っ て 、 こ の 状 態 に お い て は 、 流 入 孔 ７ か ら バ ル ブ 本 体 １ 内 に 入
っ た 流 体 は 、 微 小 流 路 ５ を 経 て 流 出 孔 ８ 側 か ら 抜 け 出 し て い く こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】 そ し て 、 ヒ ー タ １ ３ に 通 電 を 行 う と こ れ が 発 熱 し て 、 ヒ ー タ １ ３ に 対 応 す る
キ ャ ビ テ ィ １ ０ 内 の 空 気 が 膨 張 し 、 図 ２ に お い て 矢 印 １ ５ で 示 す よ う に 、 キ ャ ビ テ ィ １ ０
内 の 膨 張 し た 空 気 が ダ イ ヤ フ ラ ム の 可 動 部 １ ２ ａ に 対 応 す る キ ャ ビ テ ィ ９ 側 に 流 れ 込 む 。
こ れ に よ り 、 キ ャ ビ テ ィ ９ 内 に 圧 力 が 上 昇 し 、 ダ イ ヤ フ ラ ム の 可 動 部 １ ２ ａ が 下 方 か ら 上
方 に 押 圧 さ れ て 、 上 方 に 動 く 。 こ の よ う に 、 ダ イ ヤ フ ラ ム の 可 動 部 １ ２ ａ の 上 動 す る こ と
に よ り 、 ダ イ ヤ フ ラ ム の 可 動 部 １ ２ ａ の 上 面 が ゲ ー ト 部 ６ に 密 着 し 、 ギ ャ ッ プ ｇ が 閉 じ ら
れ 微 小 流 路 ５ が 遮 断 さ れ る 。 し た が っ て 、 こ の 状 態 に お い て は 、 流 入 孔 ７ か ら バ ル ブ 本 体
１ 内 に 入 っ た 流 体 は 、 ダ イ ヤ フ ラ ム の 可 動 部 １ ２ ａ と ゲ ー ト 部 ６ と の 密 着 に よ り 流 出 孔 ８
側 に 移 動 す る の が 妨 げ ら れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】 上 述 の 説 明 か ら 理 解 さ れ る よ う に 、 こ の 発 明 の マ イ ク ロ バ ル ブ は 、 三 層 構 造
の 積 層 体 １ 内 の 上 方 に 微 小 流 路 ５ を 形 成 す る と と も に 、 キ ャ ビ テ ィ ９ ， １ ０ を 形 成 し 、 こ
の キ ャ ビ テ ィ ９ ， １ ０ の 上 方 に ダ イ ヤ フ ラ ム １ ２ お よ び ヒ ー タ １ ３ を 設 け 、 ヒ ー タ １ ３ に
よ っ て キ ャ ビ テ ィ ９ ， １ ０ 内 の 空 気 を 膨 張 さ せ る こ と に よ り 、 ダ イ ヤ フ ラ ム １ ２ を 上 動 さ
せ る と い っ た 簡 単 な 構 成 で 、 微 小 流 路 ５ を 遮 断 し た り 開 放 す る こ と が で き る 。 す な わ ち 、
微 小 流 路 ５ に 設 け ら れ る 開 閉 弁 Ｖ は 、 ゲ ー ト 部 ６ と ダ イ ヤ フ ラ ム の 可 動 部 １ ２ ａ と で 構 成
さ れ て い る の で 、 構 成 が 簡 単 で あ り な が ら も 確 実 に 開 閉 動 作 を 行 う こ と で き 、 ま た 、 こ の
開 閉 弁 Ｖ を 微 小 流 路 ５ の 任 意 の 位 置 に 形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】 そ し て 、 前 記 マ イ ク ロ バ ル ブ は 、 三 層 構 造 で あ る の で 、 構 造 が 従 来 の も の に
比 べ て 簡 単 で あ り 、 特 に 、 ダ イ ヤ フ ラ ム １ ２ と ヒ ー タ １ ３ と を 同 一 平 面 内 に 設 け て い る の
で 、 外 部 か ら の 実 装 が 可 能 と な り 、 ヒ ー タ １ ３ に 対 す る 電 源 供 給 の た め の 配 線 お よ び そ の
取 り 出 し を 容 易 に 行 う こ と が で き 、 製 作 を 容 易 に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】 図 ４ お よ び 図 ５ は 、 こ の 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 を 示 す も の で 、 こ の 実 施 の
形 態 に お い て は 、 ダ イ ヤ フ ラ ム １ ２ の キ ャ ビ テ ィ ９ に 臨 む 可 動 部 １ ２ ａ を 常 時 （ ヒ ー タ １
３ に 通 電 を 行 っ て い な い と き ） 、 水 平 状 態 と な る よ う に 設 け る と と も に 、 ゲ ー ト 部 ６ の 下
面 ６ ａ を 下 方 に 凹 と な る よ う に 湾 曲 し た 状 態 に 形 成 し 、 前 記 可 動 部 １ ２ ａ が 上 動 し た と き
、 可 動 部 １ ２ ａ の 上 面 が ゲ ー ト 部 ６ の 下 面 ６ ａ に 密 着 す る よ う に 構 成 し て あ る 。 こ の よ う
に し た も の に お い て も 、 上 記 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 の 作 用 効 果 を 奏 す る こ と は い う ま で
も な い 。
【 ０ ０ １ ９ 】 図 ６ は 、 こ の 発 明 の 第 ３ の 実 施 の 形 態 を 示 す も の で 、 こ の 実 施 の 形 態 に お い
て は 、 ダ イ ヤ フ ラ ム の 可 動 部 １ ２ ａ を 、 微 小 流 路 ５ に 連 な る 外 部 接 続 孔 ７ ， ８ の う ち の 一
方 ７ に 対 応 す る 位 置 に 設 け た も の で あ る 。 こ の よ う に し た も の に お い て も 、 上 記 第 １ お よ
び 第 ２ の 実 施 の 形 態 と 同 様 の 作 用 効 果 を 奏 す る こ と は い う ま で も な い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
【 発 明 の 効 果 】 以 上 説 明 し た よ う に 、 こ の 発 明 の マ イ ク ロ バ ル ブ に お い て は 、 全 体 構 成 が
三 層 で あ り 構 造 が 簡 単 で あ り 、 特 に 、 ヒ ー タ を 第 二 層 以 上 に 位 置 す る よ う に 設 け る こ と が
で き る の で 、 こ れ に 対 す る 配 線 構 造 が 簡 単 に な る 。 し た が っ て 、 製 作 が 容 易 で あ り 、 大 量
か つ 安 価 に 製 作 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
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【 図 １ 】 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る マ イ ク ロ バ ル ブ の 正 面 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 前 記 マ イ ク ロ バ ル ブ の 側 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 前 記 マ イ ク ロ バ ル ブ の 第 ２ 層 以 下 の 平 面 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 第 ２ の 実 施 の 形 態 に 係 る マ イ ク ロ バ ル ブ の 正 面 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 前 記 マ イ ク ロ バ ル ブ の 側 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 第 ３ の 実 施 の 形 態 に 係 る マ イ ク ロ バ ル ブ の 側 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 従 来 の マ イ ク ロ バ ル ブ を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】 ２ … 第 １ の 基 板 、 ３ … 第 ２ の 基 板 、 ４ … 第 ３ の 基 板 、 ５ … 微 小 流 路 、 ６ …
ゲ ー ト 部 、 ９ ， １ ０ … キ ャ ビ テ ィ 、 １ ２ … ダ イ ヤ フ ラ ム 、 １ ２ ａ … ダ イ ヤ フ ラ ム の 可 動 部
、 １ ３ … ヒ ー タ 。 10

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

(5) JP 2004-100800 A 2004.4.2



【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】
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